
  

 

 

 

 

 

 

 ＭＴＥＸ付属ＥＢＳＤデータをＥＢＳＤｔｏＯＤＦソフトウエアで処理 
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１．概要 

 ２．ＭＴＥＸ－５．４．０に添付されているデータ 

 ３．ａｎｇデータの場合 

 ４．ｃｔｆファイルの場合 

 ５．Ｂｒｕｋｅｒのｔｘｔファイル 

 ６．ＥＢＳＤｔｏＯＤＦソフトウエアではｔｘｔデータに以下の情報コメントでフォーマットを判断 

 ７．ｓｙｍｍｅｔｒｙや格子定数を含まない他のＥＢＳＤデータの場合（ｔｉｔａｎｉｕｍ．ｔｘｔ） 

  ７．１データを読み込む 

  ７．２Ｓｙｍｍｅｔｒｙ情報をｃｉから読み込む 

  ７．３Ｓｙｍｍｅｔｒｙ情報をＭａｔｅｒｉａｌから読み込み 

 ８．ＭＴＥＸのＥＢＳＤデータ解析 

  ８．１ＯＤＦの計算 

  ８．２ＬａｂｏＴｅｘと比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ＭＴＥＸ－５．４．０にはＥＢＳＤデータが添付されている。 

 ＥＢＳＤデータをＭＴＥＸで解析する場合、Ｓｙｍｍｅｔｒｙと格子定数が必要である。 

 このＳｙｍｍｅｔｒｙと格子定数部分に特色があるので、データ部分のフォーマットは推定できる。 

  

 しかし、Ｂｒｕｋｅｒのｔｘｔデータを含むｔｘｔデータでは、自動的に読み込まず 

 を介してデータ読み込みが行われる。 

 しかし、毎回データ位置指定は煩わしい。 

 この手助けをＥＢＳＤｔｏＯＤＦソフトウエアで行います。 

 

 

 

 

 



２．ＭＴＥＸ－５．４．０に添付されているデータ 

  

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ａｎｇデータの場合 

 変換するデータを選択 

 

ＭＴＥＸでｃｔｆで読み込む場合、ＨＫＬ－ｃｔｆを選択、（複数相同時が可能） 

   

ＴｅｘＴｏｏｌｓの場合、ＯＩＭ－ａｎｇを選択（単一相を選択） 

ＬａｂｏＴｅｘの場合、ＬａｂｏＴｅｘ－ＳＯＲを選択（単一相を選択） 

 

 

 

 



４．ｃｔｆファイルの場合 

 

 ａｎｇデータと同一に扱えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．Ｂｒｕｋｅｒのｔｘｔファイル 

Ｂｒｕｋｅｒ社データは の選択のため、EBSDtoODFソフトウエアで 

（ａｎｇ，ｃｉｆ，ＳＯＲ）ファイルに変更してＭＴＥＸ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＬａｂｏＴｅｘに取り込む 

ＴＸＴデータの特徴 

  

Ｂｒｕｋｅｒ．ｔｘｔデータ読み込み（複数相含まれている場合、最初の相を表示） 

 

 

 

各種フォーマットに変換できます。 

複数相の場合、すべて一括変換と、ＬａｂｏＴｅｘはＴｅｘＴｏｏｌｓ用に単一相選択の可能 

 

 

 

  



６．ＥＢＳＤｔｏＯＤＦソフトウエアではｔｘｔデータに以下の情報コメントでフォーマットを判断 

 

Bruker-TXT 

Ｓｙｍｍｅｔｒｙと格子定数が含まれているので自動変換が可能 

 

 

Oxford 

Ｓｙｍｍｅｔｒｙと格子定数が含まれていなかった為、ｃｉｆなどから取り込み 

"Index,Phase,Xpos,Ypos,Euler1(ｰ),Euler2(ｰ),Euler3(ｰ),MAD(ｰ),AFI,BC,BS,Status"; 

 

メーカ不明データ 

Ｓｙｍｍｅｔｒｙと格子定数が含まれていなかった為、ｃｉｆなどから取り込み 

 

 

メーカ不明データ 

Ｓｙｍｍｅｔｒｙと格子定数が含まれていなかった為、ｃｉｆなどから取り込み 

 

 

メーカ不明データ 

Ｓｙｍｍｅｔｒｙと格子定数が含まれていなかった為、ｃｉｆなどから取り込み 

 

 

メーカ不明データ 

Ｓｙｍｍｅｔｒｙと格子定数が含まれていなかった為、ｃｉｆなどから取り込み 

 

 

メーカ不明データ 

Ｓｙｍｍｅｔｒｙと格子定数が含まれていなかった為、ｃｉｆなどから取り込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．ｓｙｍｍｅｔｒｙや格子定数を含まない他のＥＢＳＤデータの場合（ｔｉｔａｎｉｕｍ．ｔｘｔ） 

データ 

 

７．１データを読み込む 

 

 

 

 

 



７．２Ｓｙｍｍｅｔｒｙ情報をｃｉから読み込む 

 

 

ｃｉｆからｔｉｔａｎｉｕｍのｓｙｍｍｅｔｒｙと格子定数が読み込まれる 

複数相の場合、Ｐｈａｓｅ毎に繰り返す 

 

 

 



７．３Ｓｙｍｍｅｔｒｙ情報をＭａｔｅｒｉａｌから読み込み 

 Ｓｙｍｍｅｔｒｙがサポートされているデータを読み込む 

 

 

 

 

 



８．ＭＴＥＸのＥＢＳＤデータ解析 

Import_wizard 

 

 

を行う。 

 

 

 

 

 



８．１ＯＤＦの計算 

odf=calcDensity(ebsd( 'Titanium-Ti-D6').orientations,'halfwidth',2*degree) 

 

plot(odf,'contour') 

 

odf2=calcDensity(ebsd( 'Titanium-Ti-D6').orientations) 

 

ＸＲＤＯＤＦ解析で用いられている ODF図を表示するなら、ｈａｌｆｗｉｄｔｈ＝２ｄｅｇｒｅｅが正しい 



８．２ＬａｂｏＴｅｘと比較 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

ODFをＥｘｐｏｒｔし、ＣＴＲで比較 

Halfwidth=2degree 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Halfwidth=2degree を平滑化で、ＭＴＥＸの halfwidth=10degの密度に合わせる 

 

Halfwidth=10degree 

 

 


